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10月6日 会場:寄居町中央公民

館 参加者15名 

町の財政は毎年町広報に掲載

されていますが、関心はあっても

見方がわからないという人が大多

数ではないでしょうか。そこで、

この数字をどう見ればよいのか、

自治体財政研究の第一人者である

NPO 法人多摩住民自治研究所の

大和田一紘先生にお話ししていた

だきました。また、所沢市の財政

を2年間の学習会を重ねて、財政

白書「市民から見た所沢市の財政」

を発行した「ところざわの財政を

学ぶ会」会員の方たちにも、作成

までの流れや、学んだことなど実

践からの貴重なお話もうかがう事

が出来ました。 

 

 

 

 

 

この学習会で「情報開示」と、

開示された「情報の精査力」の重

要さを思い知らされた。 

「財政はむつかしい」「その話わか

らない」。それは逃げる口実だ、と     

講義を受けながら反省した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

講義の大半は公開されている情報

をどう解析するかであった。しか

し私自身その見方と、活かし方の

知識と技術が極めて低いがために

精査する力、いわゆる“情報リテ

ラシー”が弱いことを教えられた。

久しぶりだ、あんなに集中したの

は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用意された資料の5ページ「地

方政府における地方財政の三権分

立」？？行政権と立法権はわかる。

でも、地方政府？ 司法的役割の

確立を得て三権分立？？ 身を乗

り出して聞く、聴く。なるほど、

市民による行政、議会チェック機

能「司法的役割」が確立されて住

民自治が進展する、そうだよな。

リテラシーが刺激される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

では寄居町は？？ 議会と行

政、二権が際立って町民を寄せ付

けないお城みたいだ。基本条例、

市民参加条例どこ吹く風、予算の

チェック機関も議会だけで町民は

蚊帳の外。その議会だって、財務

決算の数字に一喜一憂、そう見え

る。近隣がうらやむ先駆自治体、

なんてほど遠い。 

地方政府？ 自治体の政府機

能、そうか、これまで自治体とは

行政と議会の機能や役割だけだと

思っていた。三権分立だよね。地

方政府は地方自治体と同意語だ。

「地方政府（地方自治体）におけ

る地方財政の三権分立」、自治体も

政府機構を持つ。そこで初めて国

や県の下請けでなくなる。まさに

自治と分権の確立だ。 

大和田先生の静かな語りのな

かで「国があって自治体があるの

ではなく、自治体があって初めて

国が成立する」と言い残した松下

圭一さん（今年５月亡くなった政

治学者）のことばが浮かんできた。 

財政を理解することは、自治と分

権を進めることになる。参加して

満足。        （久勝） 
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過去５年、１０年からのお金の

使い方を分析すると自治体が、 

・やっていること。 

・やろうとしていること。 

・やらなければいけないこと。 

・やってはいけないこと。 

がくっきりと見えてくるとのこと。

なるほど、何をするにもお金です

ものね。 

とすると家計も自治体も、かなり

同じなのかも。そう考えると難し

そうな自治体の財政も、少しばか

り、分かるような気になってくる。

例えば、使えるお金が少ないなら

少ないからこそ、何にお金を使う

か?有効に使うかが大事とのこと。

先の文脈で言えば、我が家では貯

金もしなきゃ、旅行に行ったり美

味しい物も食べたい、そろそろ石

油ボイラーも買い替え時期だ

し・・・と優先順位や資金計画に

頭が痛い。自治体も集団検診で医

療費を抑えたいし、公共施設の立

て替えや道路の修繕もしなきゃ、

ゴミ処理もあるし、観光・地域振

興もしたい・・・と課題は山盛り

のなか、どれをどれだけやるの

か？やらないのか？を、家庭で夫

と妻が、時に子供も交えて相談す

るのと同じように関係するメンバ

ー全員で、つまり、住民と町長と

職員と議会が相談して決めていく

ことが必要なんじゃないかい？ 

具体的には、まず、公表されて

いる総務省の財政状況資料集や決

算カード等を元に過去５年、１０

年のお金の使い方を分析するとこ

ろから始まり、その他多数資料も

読み解き、その上で、あるべき・

あってほしい町を考え、予算を決

めていくとなるらしいのだが・・・。

そうなると家計に引き寄せて身近

に感じた財政が、また、遠く感じ

るのは、正直言ってある。でも、

今言った過程を住民と行政が一緒

になって出来たら、寄居町って元

気で楽しくて心やすまる、住んで

いたい・住んでみたい町になるん

じゃないかなあ。というわけで、

今回は序章だった大和田先生の学

習会・本章の企画を希望シマス。

（矢島京子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協働と信頼関係の構築のためにも、

予算編成過程や長期総合計画の策

定等に於いても、住民参加とチェ

ックは必須である。そこに描かれ

た将来像は、多くの人たちの合意

を得られ、その自治体に相応しい

ものとなっているか、的確な人口

予測もなされているか？ 議員の

役割が重大であることは無論、住

民もチェックできる力量が必要で

あることがよく理解できた。特に、

予算編成過程に於ける住民参加が、

地方自治の鍵を握っていることを

改めて感じた。わが町では、計画・

予算プロセスへの住民参加をどの

様に進めていくのがいいのだろう

か。「無関心」には、「よくわから

ないから」という理由も多い。北

海道ニセコ町では、10年以上も

前に「ニセコ町まちづくり基本条

例」を策定し、「まちづくりは、町

民一人ひとりが自ら考え、行動す

ることによる『自治』が基本」と

いう考え方を明確にし、「情報共有」

と「住民参加」を保障して「住む

ことが誇りに思えるまちづくり」

を押し進めている。大和田先生か

ら「ニセコ町の広報は、中学２年

生にも理解できるような視点で作

られている」とお聞きし、興味を

そそられて調べてみた。この基本

条例では、満20歳未満の町民の

まちづくりに参加する権利も保障

されているのだ。住民が町づくり

に夢を持てることが、住民参画の

スタートラインとも言えそうだ。

寄居町の老若男女も諦めずに、希

望を持って、取り組みましょう！      

Y.S 

 

 

 

 

町の財政なんて知ることもで

きず、うわさで「町にはお金がな

い」と聞きました。そのようなと

きのお話だったので本当に良かっ

たと心から思いました。でも、お

話から町にはまだお金があること

も知り、なぜ無い無いと言われる

のか!! 少しずつでもよいことに

お金を使い、将来の子どもたちの

ために残せる物作りをしておき、

私たちの暮らしやすい方向へ向け

ていってほしいと願うばかりです。

同じお金を使うにしても無駄使い

はもったいないので、生きたお金

を使って欲しい。そのためのお金

がないなら私たちも頑張ろうと思

います。         U.T 

 

 

 

 

自分の住む町のお財布の出し入れ

がどうなっているのか？自分が普

段使うお財布の中身には誰しも

日々頭悩ますのに、私たちの税金

で成り立っている町の財布の中身

については、我がことのように考え

ない、関心の無さがあるように思う。

少なくとも私はその部類だと思う。ど

こかの知らない人の財布に関心が

ないように、町の財政は身近に感じ

ることなく、私はこれまで過ごしてき

ていないだろうか。 
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 たとえば、十数年前のこの町の事

業で、憤慨した経験があった。寄居

町に持ち家を建てて数年もしないう

ちに実施された、農業集落排水事

業がそれなのだが。町づくりの計画

に伴うものだったのだろうが、未だ

に釈然とできないままでいる。新築

時設置した何ら問題のなかった合

併浄化槽を廃棄せざるをえず、その

うえ新たに多額（総額約 90万円）の

個人負担を伴う下水道事業を了承

せざるを得なかった。環境改善のた

めに下水の浄化が必要だったのだ

ろうが、個人に多く負担を強いるの

に、個々の状況も考慮されず、当然

計画を受け入れることが前提で進

められたように思う。どのような経緯

で計画が立てられ、十分に検討さ

れ実行されたのか、経費は具体的

にどのように賄われ使われたのか、

自分の勉強不足もあったと思うが、

情報不足で当時も今も納得できな

いままだ。自分たちの住む場所な

のに、自分たちが望まないことがい

つの間にかどこかで計画され、当事

者は合意を求められるだけのやり

方はおかしいと思う。 

 町の広報や議会だよりなどで「町

の家計簿」が公表されているが、私

たち一般市民にはここからは町の

財政の問題や課題は見えてこない。

今回の学習会では、具体的には公

表されている財政の決算カードや

統計表などから町の財政が見えて

くるということ。そこから町の財政が

わかってくると、これからやることと

やってはいけないことが明らかにな

り、財政に理解が深まり、そこから

町を知ることにつながっていく。つま

り財政は町づくりと不可分だというこ

とがよくわかってくる。私は財政の

具体的な見方などは難しくてよく理

解できなかったが、まずは個々人が

財政について関心をもつことからス

タートして、財政の見方と結びつけ

ていくことの大切さを学べた。 

 所沢市の財政の市民白書を調

査・編集したメンバーの一人の方が、

何よりも自分の関心のあるところか

ら町の財政にアプローチしたとおっ

しゃっていた。自分の関心あるテー

マを財政という観点から見ていくこ

とが財政を身近なものにする入り口

なのだということだろう。では私にと

っては何かな？ 

 そして付け加えるならば、町の財

政に関心をもつことの前提には何よ

り「自分の住む町が好き」ということ

だが．．．      （小金澤千代子） 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 21 日 寄居町中央公民館 

今回は講師に町内在住の福島誠

さんをお迎えして行われました。当

時を知るご年配の方、子育て中の

お母さん、講演を広報で知られた方

など多くの参加がありました。 

 

福島さんは昭和４年、群馬県高

崎市生まれ。１５歳で海軍兵学校に

入学。子供の目でみた当時の生活

の様子をお話しくださいました。 

昭和６年に満州事変が起こり、日本

は日中戦争へ、その後の第二次世

界大戦へ向かって行く時代でした。 

少年だった福島さんも、戦地の兵

隊に送る手紙や缶詰を入れた慰問

袋を作り、鉱石を積み下ろす重労働

の勤労奉仕をしました。 

日々の様子を話して下さる合間合

間に当時歌われていた戦時歌謡を

歌って下さったのですが・・・。聞い

たとたん驚いたことに、周りの空気

が一瞬で、まるで当時にタイムスリ

ップしたかのように感じられました。

（YouTube で「戦時歌謡」と検索とす

ると多くの歌を聴くことが出来ます。

とりわけ出征兵士が行進して行くさ

なか、子を背負い手を引いて叫びな

がら隊列の後を追っていた婦人の

姿。お話とともに歌われた「軍国の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母」という歌の歌詞の「生きて還

ると思うなよ」には、胸が締め付けら

れました。「歌は世につれ世は歌に

つれ」という言葉がありますが、

日々の暮らしの中で人々が口ずさ

む歌に戦争があったということは、

悲しい恐ろしいことだと改めて感じ

ました。 

そして、兵学校に在学中の興味

深い話があります。「兵学校では当

時すでに敗戦を予感していた教官

がおられたようでした。戦後復興を

支える担い手となるよう、敵性言語

と言われていた英語や、物理など

の理数科の授業が行われていまし

た。」 

今ある日本の発展や平和は、命

をなくされた人々の死の上に、と同

時に当時を生き、戦後を生きた方々
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の人生の上にあるのだと感じました。

これを今の私たちが、今現在や、こ

れからの人達の未来に繋いでいく

立場にあるのだとも。 

テレビなどの特番やインターネッ

ト検索などで、当時のことを知る機

会は少なくありませんが、実際に当

時を生きて来られた方の生の声を

聞くことは、多くのことを感じ考えさ

せてくれる。そう今回も強く思った講

演でした。        （矢島京子） 

 

 

 

 

子供の頃、目に焼き付いた光景、

大人となり人生の機微を知ってから

振り返ったとき、その記憶の中の一

人ひとりの大切な人生が息づいて

いたことに気付かされる。兵学校入

学のため旅立つ息子を見送る父。

赤ちゃんを負ぶい小さな子の手を

引く女性が、出征兵士の隊列を追

いかける姿。父の枕の中身だった

小豆を煮て食べた母と姉、ポマード

臭くてどうしても食べられなかった

自分。広島の兵学校授業中に山向

こうでピカッと光った瞬間と直後の

静寂。私は、淡々と当時の情景を話

されるのをお聞きしながら、福島少

年の眼を通して、戦時下の日常の

空気感が伝わってきたような気がし

た。生の声で当時のお話を聞くこと

の意義や大切さを強く感じた。また、

お聞きした記憶の中の同時刻には、

様々な人生が戦争に翻弄されなが

らも必死で生きていたであろうこと

に思いを馳せずにはいられなかっ

た。戦時下の日常の一場面、一場

面が、大切な史実なのだという思い

も改めて深くし、これからも機会を

見つけて戦争体験を聞いていき、次

世代に伝えて行かねばと思った。  

Y.S 

 

 

 

 

 

 

貴重なお話をありがとうございま

した。 

2 年生の長女には英語禁止だった

事や、灯りが漏れないように窓を覆

ったり、といったわかりやすい事を

伝えたいなと思います。 

今を生きている人から実体験とし

てお聞きすると、戦争はまだそんな

に大昔の事ではないんだよな、と思

えます。 

高崎の赤ちゃんをおんぶして、5

歳位の子の手を引いて出征兵士の

隊列を追っていたというお母さんと

自分が重なって見えて、誰も死んで

帰ってこいなどと思っていた人はい

なかっただろうに……悲しくて悔し

かったろうと思います。そういう時代

だったとしか言えないのでしょうか。

戦争も放射能ももう繰り返してはな

らないのに、今の日本はあの時代

に比べて良くなったのだろうか？そ

れとも？！ そんな事を考えていま

した。 J･T 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 1日  講師:桜井 薫さん    

会場：男衾コミセン   

参加者 24 名 

 

自然エネルギーに関わって四半

世紀の桜井さん。2011.3．11以後か

らの活動はとてもエネルギッシュだ。

学習会冒頭の資料に記載された

「自分たちで自分たちの暮らしを決

めることができるために」のメッセー

ジは市民自治を根幹に活動してき

た「まちネット寄居」の理念そのもの。

桜井さんの思いが熱く伝わってき

た。 

学習会の内容は、多岐にわたり、

技術者としての太陽電池システム

のことから、現在行われている、小

川町市民共同発電所の取り組み、

国の電力の仕組みの歴史とその課

題、これからの電力の方向性など

考えさせられることが山盛りだった。

今私たちの生活圏では、いたるとこ

ろで太陽光パネルが様々な規模で

設置されている。自然エネルギーだ

からとなりふり構わず、営利目的の

みに突っ走ってしまう企業への規制

措置は不可欠とも思う。つい最近で

も理不尽なソーラービジネスで大騒

ぎとなった事例を聞いたばかりだ。

そんな中、環境に配慮した設置を環

境条例で設けている都市もある。 

先日、埼玉県の出前講座、「埼玉

県のエネルギー政策～分散型エネ

ルギー・水素エネルギーについて～」

を聞く機会があった。県の政策は、

平成 14年に制定された国のエネル

ギー政策を基本としてそれに準じた

政策となっている。県のエネルギー

消費は横ばい状態で、依然エネル

ギーの大量消費地だ。色々な分野

で省エネが進められてはいるもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の、家庭・運輸部門では全国に比

べ比率が高くなっている。その原因

は、世帯数の増加、軽自動車など

の増加が挙げられている。それだ

け暮らしが豊かになっているのか。

いや、社会がエネルギーを消費す

る構造となっているのだろう。 

再生可能エネルギー普及の基本

方針、自立・分散型エネルギーの推

進が挙げられてはいるものの、現

時点ではまだまだ指針で具体的な

動きとはなっていない。市民共同発

電への助成も 4団体で 100 万円規

模にとどまっている。水素エネルギ

ーへの取り組みはまだまだ今後の

課題だ。県全体のエネルギーの中

での太陽光発電は、４％にすぎない。

これからますます国、企業、行政任

せではない、市民が自然エネルギ

ーを作っていくことが重要と痛感し

た。 

今回の学習会を１回だけで終わ

らすのではなく、できれば継続した

いと思った。子どもたちも巻き込ん

で、ソーラーパネルの製作を通して

など、小川町での取り組みを寄居町

へも広げられればと考えた。この学

習会を持てたことに感謝。 

（大北秀子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太陽光発電を考えるに、太陽光

エネルギーのことをもう少し考え

てみたい。つまり私たちが太陽光

エネルギーで生きていることを思

い出しておこう。私たちの肉体も、

その動作も、思考のためのエネル

ギーも、植物が光合成で太陽の光

を利用してこしらえるものを食べ

ることで得られます。 

食糧を自給、あるいは地産地消

するとは、身近に降りそそぐ太陽

光を使用して生きることであり、

食糧の輸入は、目の前の宝をむざ

むざ見送り、かなたに降った太陽

光をわざわざ石油を使って持って

くることでもあります。 

石油、石炭、天然ガスは、かつて

の太陽光でもあります。水力発電

だって、元のエネルギーは、太陽

光です。水を蒸発させては大気を

動かし、高々と持ち上げ、山の頂

に雨を降らせる循環は、太陽のな

せる技です。 

温暖化問題とは、二酸化炭素

云々よりも、太陽が二つ照りつけ

ている暑苦しさのことです。ちな

みに、原子力エネルギーは、ちょ

うどよい地球誕生の余りもの、封

印されてこその、冥府の太陽のご

ときもの。私たちは３つ目の不吉

な太陽を加え、加熱しすぎ、進ん

で燃え尽きようとしています。 

私は、過去や冥府に頼らない、

本日、昨今のおてんとうさんの利

用を考えたい。屋根や、ちょっと

した空間を利用しての発電は、あ

のあと一気に進みました。しかし、

森林や草原を生かし、バイオマス

を経由する太陽光エネルギーの活
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用は、ほとんど手付かずです。蓄

電池の開発がなかなか進まないな

か、太陽光発電は、発電パネルと

バイオマスが相補うことで安定す

るはずです。 

太陽光を受け取り、枝を伸ばし、

繁った樹木は、すぐれてエネルギ

ーを蓄養しながら、具合が良いこ

とに、天然のクーラーの役割も果

たすのです。かさばっても安定的

でエネルギーを取り出しやすいバ

イオマスほどの優れものは見当た

りません。もったいないことに置

き去りにされた森林が、イノシシ

を養い、私たちを追い立てます。 

私たちは、森に向きあい、頭を

たれ、その恵みをいただく生き方

を選ぶことだってできるのです。

（伊藤 晃） 

 

 

 

 

桜井薫さんが３．１１以前から

太陽光発電を手作りし、海外の無

電化地域へ送る活動をしていらし

て、その活動の話や、３．１１の

あと、すぐ被災地へ太陽光発電の

パネル設置へ行かれた話しなど、

とても興味深く聞きました。 

 電気の地域間連係線が細いとか、

地域によって太陽光電気に好意的

な電力会社とそうでない電力会社

と差があるとか、使い終わったパ

ネルはリサイクルできるとかの話

も、わかっている人から直接聞く

ことができて良かったです。 

 小さい地域でエネルギーを自給

し管理し使うことで、新しい生活、

新しい方向性へ進んでいけるよう

に思います。自家発電やエネルギ

ーの自給が今までより身近に感じ

られるようになり、私もハンダゴ

テを使って太陽光パネルを作って

みたいと思いました。 

 お話ありがとうございました。 

        （黒川 薫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「件名 公職者および議会議員の

町税滞納について」 

11 月 16日議会事務局へ 

提出しました 

 

主催者集計 2644 筆。 

この多くの「意思」を議会はどう受

け止めるか。 

9 月議会での質疑、答弁で議員及

び公務員の滞納者が存在する事

実が明らかになり、表面化した町

税滞納問題。耳を疑うあきれた事

実に、町民有志が「公職者の税の

滞納を許さない会」を立ち上げ陳

情書署名活動を起こした。そして、

2644名の許さないぞ！ の意思を

得ることができた。紙面をお借りし

て、それぞれの地域で署名活動を

主動してくださったたくさんの方々

に、現時点での報告をします。 

（15 年 11 月 20 日） 

陳情書署名活動の最も大きな

理由は、私たちの税金で報酬を得

ている「公職者及び議会議員」の

中に町税滞納者がいる、という点。

もう一つは、署名活動を行うことで、

この事実が町内に広く伝わり、当

該機関の透明性と町民のチェック

機能がより高まる点。 

陳情書という形で原口孝寄居町

議会議長あてとしたのは、明らか

になった「疑惑」の当事者が議会

議員であること。同時に、議会の

あり方が問われる問題だから。 

以下、会の連帯発起人の一人とし

て、事の発端の 9 月議会決算審

査 10 月 9～10 日から今日までの

見聞を述べます（次の機会で最終

報告を予定しています）。 

今回の署名、町の人は千差万

別の反応だった。中でも 

 

 

 

 

 

 

 

 

①誰がいつからどれだけ滞納 

なのか不明確 

②個人の問題で、個人いじめ 

③政党活動だ 

の 3 点が目立った。結果、署名さ

れた方とそうでない方に分かれた

が、多くの町民がこの事実を知っ

たことは有意義であったと感じて

いる。おかげで次の取り組む課題

が明確になった。 

 

良識の府が問われている 

それよりも何よりも深刻な事態

が露呈している。まず議会、11 月

20日この時点で、議会および議員

が「事実無根」とか何とかの意志

の表明がいまだ何も示されていな

い。町民に対して、公式に疑惑を

払う行動がなに一つないのであ

る。 

そして次に深刻なのは、議会事

務局から会の代表に陳情書の趣

旨内容修正に関する電話が直接

入ったことである。2 回も。署名運

動、間一髪入れず、陳情署名提

出の前、である。 

議会と議会事務局の姿勢をどう受

け止めればいいのか。議会の自

浄能力の欠如、事務局の越権行

為、とだけで片付けるにはあまり

にも町民を見下した姿勢、ああ

…。 

閉ざされた議会。 町長の信条

が理解できない小役人。陳情書署

名が引き出したこの無見識な事象。

署名運動は、寄居町の後進性の

部分を浮きぼらせることになった。

12 月議会（12 月上旬）みんなで行

こう！ 議会傍聴‼！ 
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「国政」に関してものを言う道

は、寄居町議会を通っていないよ

うで、原発に関しての国民投票を、

という請願はとっくに葬られてし

まいましたし、今年の６月議会で

安保法制について質問しようとし

た議員の発言は、議事録から削除

されたそうです。しかしながら、

寄居町の辺境に生きる身にとって、

イノシシのことは、待ったなしの

死活問題ですので、もの言う道を

探し続けてきました。 

 イノシシは、長い歴史の中で、

必然的に表れたシンボルみたいな

ものです。私が見聞きしているの

は、４半世紀前に移住した私たち

家族の生活圏にある里山が、ミニ

ゴルフ場開発にさらされた以降の

ことですが、もっともっとはるか

昔からの森と人々の暮らしとのつ

ながりの歴史があったわけです。

そのつながりが、長い時間をかけ、

あるいは力ずくで急激に、失われ

ていく中で、今現在のイノシシ問

題があります。その流れに抗して、

里山を利用する試みは続けられて

いますし、私も会員である「寄居

町耕す人の会」の有志は、数年前

から里山の下草刈りを行い、猟師

さんと協力し、獲れたイノシシ肉

を放射能測定しては食べてきまし

た。しかしながら、もう手に負え

ない、有志ではなく地区全体の課

題として、区民みんなが取り組む

形にしてほしい、と望んでも、町

からの指導という形をとらなくて

は話が進まないのです。自分たち

で行動を起こすのにも、お上のお

墨付きを必要とする、それが私た

ちの地元の限界でした。 

 とはいえ、イノシシ対策に関す

る要望書（１週間ほどで１３０筆

の署名を添付）「イノシシ問題は、

将来的には、一部地域の農業問題

にとどまらず、広く町民の日常生

活を脅かすおそれさえあります。

町として、イノシシ問題を重要か

つ緊急の課題と認識してほしい。

里山・農地の所有者に任せるだけ

では、解決しません。隣接する地

域住民すべての課題として、「イノ

シシが出てこない地域作り」の重

要性について啓発活動を行ってほ

しい・・・等々」は、男衾区長会

に受け入れられ、区長会全体とし

て、町長と町議会への要望書を出

してくれることとなりました。ま

ちネット寄居が以前より強く要望

していた、議会議事録のネット公

開が１０月から始まっていますし、

今後の行政と議会の動きを注視し

たいと思います。  （伊藤泰子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●高齢者わたる踏切鬼ばかり 

●道徳はまず政治家に学ばせ

よう 

●棄権せず憲法違反に付き合

うか 

●18 歳先にちらちら徴兵制 

●マイナンバーいずれは利用

徴兵に 

●合憲をめざし判事を入れ替

える 

●新薬品 保護と無償の提供

と 

「ひとり蜂」 

東京新聞掲載から（作者から転載承諾済） 
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毎日の暮らしの中で、感じている

こと、困っていることから出発。 

自分たちの足元から見つめ、話し

ていきましょう。ぜひ、お仲間に

なってください。 

問合せ・・・大北（582‐4073） 

 

 

 

まちネット寄居の定例会議に、打ち

合わせにと気軽に使ってきた「ナツ

ハウス」の解体がこの 11 月から始

まった。主がいなくなって 14 年、生

活クラブ生協の荷分けとしても毎週

使用され、たくさんの人たちの出入

りがあった。平屋の日本家屋で、懐

かしいあったかい雰囲気の屋敷だ

った。本当にお世話になりました。

ありがとうナツハウス。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おかず畑の増谷さん、鷹巣の大島

さん、恵子さんから今年も立派な

野菜たちと新鮮な卵が届きました。

売上金は、今年度の学習会経費と

して活用されました。ありがとう

ございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月から 11 月にかけて短期集中で 3 つの学習会などを持っ

た。忙しない日々の中、どれだけの人たちが参加してくれるの

か、と不安もあったが、とりあえずは自己満足かもしれないが、

企画者側が楽しく納得できることをと考えての取り組みとなっ

た。終わってみると、それぞれの内容に納得と、満足感が得ら

れたと思う。やってよかった、と素直に思う。参加者一人一人

に様々な収穫があったと確信する。何より、財産となる新しい

出会い、まちネット寄居への入会者もあった。一番元気になれ

ることだ。次回の企画には、今まで参加したことのない方はぜ

ひ足を運んでみて欲しい。必ず得るものがあると思う。今年は、

早い秋の到来の後は、一雨ごとに寒さは来なかった。11月に入

って今年も干し柿をつるしたが、すべてかびて廃棄。夜なべ仕

事が水の泡となり、がっかり。子ども時代の霜月は、遠い季節

となってしまったようだ。H.O 
 
 
 
 


